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　新年を迎え皆様におかれまし

ては益々ご清栄のこととお慶び

申し上げます。

　平素は「医学中央雑誌データ

ベース」（以下、医中誌データベー

　　　　　　　　　 ス）をご利用いただき誠にありが

とうございます。また、本法人の事業推進に対しまして

は格別のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

　年頭にあたり、本年度に計画しております「医中誌デー

タベース」作成上の改良点と「医中誌 Web」検索上に

おける機能の充実について、その概要をご案内いたしま

す。

 １．「医中誌データベース」作成上の改良点

(1）収録誌の編集・作成の順位付けについて

　網羅性を重視した編集・作成の基本方針の下、全収録

誌（2,271 誌）の実態調査、採択基準などの見直しを行

い、収録誌ごとに編集・作成の優先順位を検討して作成

フローに反映します。
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新サービスへの取り組みについて

(2）「診療ガイドライン」のタグ付けについて

　主に国内の学会などによって作成され、学会誌に掲

載されている「診療ガイドライン」を対象に、タグ付

けを行い、1999 年以降のデータより検索ができるよ

うに取り組みます。医中誌 Web でのデータの提供開

始は 3 月末頃を予定していますが、これにより、わが

国の「診療ガイドライン」の凡その作成状況が把握で

き、利用上のお役に立つものと確信いたします。

  なお、エビデンスレベルの高い国内医学文献につき

ましては、既に、1999 年から「メタアナリシス」、「ラ

ンダム化比較試験」などの４つの研究デザインに該当

する原著論文に対してタグ付けを行い、検索可能に

なっています。

（3）著者抄録の利用促進について

　タイムラグ短縮の対策として、昨年より著者抄録の

利用を促進しています。著者抄録の利用にあたって、

その権利の許諾交渉を行っていますが、学会や医書系

出版社各位には特段のご配慮を賜り、許諾の交渉は順

調に進んでいます。本年は、より本格的に取り組んで

まいる所存でありますので、関係各位のご理解とご協

力の程をお願い申し上げます。
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（4）「医学用語シソーラス」第 6 版の作成について

　医学・医療の進歩に沿った医学用語の整備の重要性は

日毎に増しています。そこで、「医学用語シソーラス」（以

下、シソーラス）の作成に限らず、「医中誌データベー

ス」利用者の要望を幅広く審議するための「医学用語委

員会」を新たに設置いたしました。本委員会で審議され

たコンセプトを踏まえて「シソーラス」が作成され、登

録された用語は、毎年追加収録される 30 数万件の文献

に検索語として付与され、かつ、既に「医中誌データベー

ス」に蓄積されている約 530 万件の膨大なデータを瞬時

に検索する上で貴重な役割を果たします。

  また、それは MEDLINE の Medical Subject Headings を

基調として構成・作成される「シソーラス」であること

から、その利点を活かしたグローバルな視点を考慮して

作成し、2007 年データからの反映を予定しています。

 ２．「医中誌Web」バージョンアップ

（1）リンク機能について

　国内の一次資料 ( 原論文 ) オンライン提供サービスや、

国立情報学研究所のポータルサイト「GeNii」など、外

部サービスと「医中誌 Web」とのリンクを推進し、「医

中誌 Web」を検索した後、速やかに原論文が閲覧出来

るシステムを構築します。

　また、各館の OPAC( 所蔵検索システム ) や、「WebCat 

Plus」へのリンクにより、図書館における原本入手を支

援する機能を追加します。

（2）その他の修正や新たな検索機能の追加

　より使いやすいサービスの実現を目指して、修正すべ

き各点への対応を行うとともに、利用機関ごとに最適な

環境設定を可能とするなど、新規機能の追加を行います。

 ３．抱負

　最近、鳥や豚、SARS、BSE ウイルスによる感染対策

が国際的な課題として取り上げられています。また、医療

の場においては、院内感染や医療ミス、医薬品の副作用

問題などがマスコミで報道され、医療の質の向上に対す

る期待は、患者や家族に限らず国民共通の関心事となっ

ています。こうした情報は、様々なメディアを通して大

量に伝達され、洪水の如く世間に溢れていますが、一方

では、わが国の医学・医療関係者の学術文献を、国民誰

もが直ちに利用できる環境作りが求められています。私

どもの「医中誌データベース」と必要な一次資料情報を

併せて、より多くの皆様にご利用いただくための方途を

模索することは、本法人設立の趣旨に適い、医学関連情

報を担う一機関としての社会な役割であると考えていま

す。

　本年も、「医学中央雑誌」創刊時の編集方針に学び、

今日的な要望にお応えした「医中誌データベース」の構

築と提供サービスに全力で取り組んでまいりますので、

尚一層のご支援をお願い申し上げます。

1．はじめに

　2003 年 10 月より医中誌データベース中への著者抄録

の採用に積極的に取り組んでおります。著者抄録とは、

医学・薬学・歯学などの分野における論文の著者自らが

作成した、その内容についての要旨・要約、またそれに

準ずるものを指しており、以前より当データベースで採

用している第三者抄録（著者ではなく、各分野における

専門家が第三者として作成した要旨・要約）と比べて、

データの作成までの時間が短縮されるという利点があり

ます。その取り組みを紹介させていただきます。

2．従来の抄録作成の問題点

　社会の IT 化に伴い、情報流通の速度は飛躍的にアッ

プしました。さらに、データ回線のブロードバンド化な

どにより、インターネット環境は日々より快適なものと

なっています。そういった背景の下、「医中誌 Web」に

対するお客様のさらなるご要望として、よりダイレクト

著者抄録の活用について
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でよりフレッシュな情報をいち早く利用したいという声

が近年ますます多くなってきております。

　これまでの第三者抄録の作成工程では、文献の受け入

れ・採択処理の後、文献に記載されている標題、著者名

などの書誌事項を入力業者に委託して電子データを作成

するまでに 1 ヶ月かかります。この時点での電子データ

は Pre 医中誌データとして、インターネットサービス上

で配信されています。この工程と同時進行で、受け入れ・

採択処理された文献について、その論文の各分野におけ

る専門家へ抄録作成の依頼をしています。依頼された抄

録の原稿が完成・校正を経て受け入れるまでに平均 3 週

間、さらにデータのインデックス作業に同じく平均 2 週

間ほどを要しています。（ただし文献によっては、さら

に長期間または短期間で処理されるものもあります。）

　当データベースで作成している年間の抄録の総数は

2004 年では、54,334 件でした。これだけの抄録作成に

ついて、相当の時間がかかっている現状では、お客様の

求める情報のスピードアップというニーズに十分にお応

えすることができません。

3．著者抄録の活用

　そこで当会では、タイムラグ短縮のために、従来から

取り組んでいる抄録作成フローの見直しとともに、より

抜本的な方策として、著者抄録の活用へ動き出しました。

　著者抄録の場合は、抄録原稿の作成依頼・校正といっ

た工程が省略されるので、データ完成までの期間を 1 ヶ

月から 1 ヶ月半へと大幅に短縮することが可能となりま

す。

4．現在のタイムラグ

　これまでの取り組みにより、現在のタイムラグ ( 原本

受け入れから、医中誌 Web で検索可能となるまでに要

する時間 ) は、平均 3 ～ 4 ヶ月にまで短縮されました (「Pre

医中誌」データは約 1 ヶ月 )。今後、著者抄録の採用数

を更に増やしていくことで、一層の短縮が見込まれてい

ます。

 5．医中誌Web での表示方法

　第三者抄録と区別するため、著者抄録については、末

尾に「( 著者抄録 )」と明示しています。

　なお、「著者抄録 /AB」と入力して検索すると、著者

抄録が採用されている文献のみを検索することができま

す。2005 年 1 月現在で、2,443 件となっています。

 6．おわりに　ご協力のお願い

　現在、当データベースに掲載されている雑誌を刊行し

ている学会・出版社から著者抄録の利用許諾を得るため

の交渉を進めています。

　現在、すでに多くの学会・出版社の皆様にご理解をい

ただき、利用させていただいております。この場を借り

て御礼申し上げます。今後も全国の学会・出版社を対象

に、著者抄録を数多く掲載しているところから随時交渉

を進め、著者抄録採用の件数を増やしていきたいと考え

ています。

　以上、著者抄録活用の取り組みは編集業務改善の一

つではありますが、その他のアプローチも含め、データ

作成をより一層迅速化することでタイムラグを短縮し、

データベースの質の向上に努めていきたいと思います。

( データ管理課　渡辺剛史 )

データベース作成

医中誌 Web の検索結果：著者抄録の場合、Abstract（抄録）の末尾に「著

者抄録」と表示される。
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1.はじめに

　EBM（Evidence-based Medicine）を指向した医中誌デー

タベースの改良を目指し、４つの研究デザインのタグ「メ

タアナリシス」「ランダム化比較試験」「比較臨床試験」

「比較研究」を設け、付与を開始して 2 年が経ちました。

　一方、数年前から、医療界では臨床現場における

EBM の普及・推進が求められ、その一環として「診療

ガイドライン」の作成が推奨されるようになりました。

その影響で、専門家委員会や学会などが主体となって作

成された「診療ガイドライン」が続々と単行本や雑誌で

発表されるようになりました。最近になって、「雑誌で

発表された診療ガイドラインを「医中誌 Web」で簡単

に検索できないか？」という声が聞かれるようになりま

した。というのも、現状では「医中誌 Web」で「診療

ガイドライン」のキーワード検索を行うと、さまざまな

診療ガイドライン関係の文献が膨大にヒットし、学会な

どが作成した「診療ガイドライン」を手早く見出すこと

が難しいからです。

　そこで、当会では、2004 年秋に、「診療ガイドライン」

のタグ新設に関して検討会を開き、タグ新設を決定しま

した。

直ちに試験的に付与を開始すると同時に、東邦大学医学

メディアセンターがホームページ上で公開している「診

療ガイドライン」のリストを、了解のもとに参考にさせ

ていただくことにしました。

　1 ヶ月ほどの試験的タグ付与後、定義や付与ルールな

どの見直しと

確 認 を 行 い、

インデクサー

に対する研修

会 を 実 施 し、

2005 年 デ ー

タより本格的

に 付 与 を 開

始 し ま し た。

（図 1）

データベース作成

2.タグ「診療ガイドライン」の付与ルール

（1）定義

　タグ「診療ガイドライン」の定義は、米国で提唱され

始めた時の定義（注）や専門家の先生のご意見を参考に

し、次のように定めました。

「医療や公衆衛生上の判断を支援する目的で、日本におい

て、主に学会などにより作成された文書。（個人や一病

院で作成したガイドラインは含まない）」

　　　

（2）付与対象文献

　先行の 4 つのタグ「メタアナリシス」「ランダム化比

較試験」「比較臨床試験」「比較研究」は、ヒトを対象と

した研究で原著論文のみと限っていますが、「診療ガイ

ドライン」は以下の例のようにヒトに限りません。また、

論文種類は原著論文ではなく、解説です。

3.バックファイルメンテナンス

　先行の４つのタグと同様に、1999 年作成データまで

遡って「診療ガイドライン」のタグを付与します。メン

テナンスの方法は２つです。一つは、東邦大学医学メ

ディアセンター作成の「診療ガイドライン」リストの中

で日本の医学雑誌に掲載されたガイドラインを参考にし

ます。もう一つは、「医中誌 Web」でタイトル検索やキー

ワードの「ガイドライン」「診療ガイドライン」の検索

を行い、原報を確認後、該当する文献にタグを付与しま

す。　

4.利用者へのサービス開始

　2005 年 3 月末より、「医中誌 Web」で、タグ「診療ガ

イドライン」を利用した検索ができるようになる予定で

す。他の研究デザインタグと同様、「絞り込み検索」と「一

次検索」が可能になります。

研究デザインタグ「診療ガイドライン」新設のお知らせ

（図 1）インデキシングにおけるタグ付与画面

2004177339

生理学領域における動物実験に関する基本的指針　( 平成 13 年 3 月 30 日

改 訂 )(Guiding principles for the care and use of animals in the field of 

physiological sciences)( 英語 )

Author：, 日本生理学会

Source：日本生理学雑誌 (0031-9341)66 巻 2 号 Pagevii-xiii(2004.02)

論文種類：解説
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　「絞り込み検索」は、喘息などの特定主題の検索前に

あらかじめチェックするか、特定主題の検索後「絞り込

み検索画面」でチェックして行います（図 2）。

特定主題を限定せずにタグ付与された「診療ガイドライ

ン」だけを直接検索する「一次検索」は、検索語入力欄

に「診療ガイドライン /RD」と入力して行います。

　また、医中誌ホームページ上で、見出した「診療ガイ

ドライン」すべてを一覧できる文献リストを作成し、公開

する予定です。サービス開始時点で該当する文献は 300

件ぐらいが見込まれます。

5.おわりに

　学会などによりさまざまな疾患の「診療ガイドライン」

が作成されると、単行本として出版されるものもありま

すので、医学雑誌を情報源とする医中誌データベースに

収録される「診療ガイドライン」文献はそう多くはあり

ません。それでも、1 年に 30 件程度しか発表されてい

ない「メタアナリシス」文献よりは多くなりそうです。

　この新たなタグ「診療ガイドライン」がお役に立つこ

とを願うとともに、リストを参考にすることを快く承諾

してくださった東邦大学医学メディアセンターに厚く御

礼申し上げます。

（編成課　佐久間せつ子）

注：「特定の臨床状況において、適切な判断を行うため

に、臨床医と患者を支援する目的で系統的に作成された

文書」（米国　Institute of Medicine, 1990）

（図 2）新しい検索画面

●診療ガイドラインの例
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データベースサービス

１．はじめに

　本年で「医中誌 Web」はサービス開始以来５年目を

迎えます。その間、ご不便をおかけすることもありまし

たが、何度かのバージョンアップやシステム増強を行い、

現在はデータベース検索サービスとして備えるべき基本

的な検索機能、また検索レスポンスについては一定のご

評価を頂けるまでになりました。

　そこで次のステップとして期待が高いのは、「WWW

上の他のサービスとの相互リンク」です。昨年、このリ

ンクサービス、あるいはその他の項目に関するニーズの

把握を目的としたヒアリング ( 対象は「医中誌 Web」契

約機関の担当者 ) やアンケート ( 対象は「医中誌パーソ

ナル Web」契約者 ) を実施しました。そこで頂いた内容

の分析や、関係機関との調整等を経て、現在、開発に着

手しています。ここでは、リンク機能を中心に今後の「医

中誌 Web」バージョンアップ内容についてご案内しま

す。

２．リンクについて

(1) OPAC (Online Public Access Catalogue) へのリンク

　管理者用登録画面にて、「OPAC の URL」と「表示す

るアイコン画像の URL」を登録すると、医中誌の検索

結果にそのアイコンが表示され、そこをクリックすると

該当文献の ISSN による OPAC 検索結果が別画面で表示

されます。

　「図書館に所蔵されている雑誌の文献のみにアイコン

を表示」「すべての文献にアイコンを表示」のどちらを

希望するかお尋ねしたところ、回答はほぼ半々でしたの

で、双方のケースに対応可能とする予定です。後者を希

望する理由として「登録作業が煩雑」との回答とともに、

「所蔵が無い場合は、ILL( 相互貸借 ) の申込フォームに

進むようにしたい ( フォームに医中誌の書誌が自動的に

埋め込まれるようにする )」との希望もありました。医

中誌から OPAC へは、ISSN だけではなく、書誌データ

全体を引き渡すので、OPAC 側でその機能を実装してい

れば、このご要望も実現します。なお、OPAC に引き渡

すデータのフォーマットは OpenURL を予定しています。

また、同様の仕様にて、「S ･ F ･ X」等のリンクリゾル

バへのリンクも可能となります。

(2) 国立情報学研究所 (NII) のポータル「GeNii」との相

互リンク

　本年 4 月に正式サービスが開始される、国立情報学

研 究 所 の 学 術 コ ン テ ン ツ・ ポ ー タ ル「GeNii」(http://

ge.nii.ac.jp/) との相互リンクです。

【医中誌から「CiNii」へのリンク】

　医中誌から、「GeNii」が包含する、論文情報のポータ

ルサイト「CiNii(NII 論文情報ナビゲータ )」への文献単

位でのリンクです。これにより、「CiNii」からナビゲー

トされる「NII-ELS(NII 電子図書館 )」のフルテキストへ

のリンクが (「CiNii」の書誌経由で ) 実現します。

【医中誌から「Webcat Plus」へのリンク】

　大学や病院では、ILL( 相互貸借 ) の際、所蔵館を検

索するために「Webcat」が頻繁に利用されています。

「Webcat」は平成 17 年度中に「Webcat Plus」に統合さ

れる予定とのことですが、その「Webcat Plus」へリン

クします。これにより、医中誌検索結果に表示される

「Webcat Plus」アイコンをクリックすると、該当文献の

ISSN による「Webcat Plus」検索結果が別画面で表示さ

れます。ただ、このサービスは司書の方のみが利用する

性質のものなので、どのようなデザインとすれば良いか

( アイコンの置き場など ) を現在検討中です。

【「GeNii」から医中誌へのリンク】

　「GeNii」が包含する「CiNii(NII 論文情報ナビゲータ )」

の書誌情報から、医中誌の書誌情報への文献単位でのリ

ンクです。「医中誌 Web」ご契約の場合、医中誌の抄録

の閲覧、また医中誌書誌経由で OPAC へ、などが可能

となります。

(3)「Medical Online」へのリンク

　( 株 ) メテオインターゲートの国内医学雑誌の全文

PDF 配信サービス「Mecical Online」へのリンクを行い

ます。2003 年発行の文献データの分析によれば、「医中

誌 Web」で提供される会議録を除いた原著論文・解説

などの文献のおよそ 2 割に「Medical Online」のフルテ

キストがリンクされることになります。

「医中誌 Web」2005 年度のバージョンアップについて 
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(4)「PubMed」へのリンク

　事前に取得した PubMedID によって、PubMed にリン

クします。1999 年～ 2004 年の 6 年分の医中誌データに

ついて調査したところ、34,000 件が PubMed に収録され

ていました。そのうちの相当数がフルテキストにリンク

されているので、これらについては医中誌の検索結果か

ら PubMed 経由でフルテキストに辿り付くことが出来ま

す。( 日本の医学雑誌の MEDLINE への収載状況につい

ては、「日本の医学雑誌の MEDLINE への採録状況と国

際化現象」(P.10) をご参照下さい。）

(5)「CrossRef」へのリンク

　事前に取得した DOI(Digital Object Identifier) によって、

CrossRef にリンクします。その文献の収録誌の電子版を

購読している場合は、フルテキストの閲覧が可能となり

ます。

　上記以外にも、いくつかの国内電子ジャーナルとの相

互リンクについても検討を進めているほか、「収載誌検

索」（医中誌収載誌に関する情報、例えば発行元の連絡

先などを提供するサイト）など、医中誌のホームページ

のコンテンツとの連携も図っていきます。

３．リンク機能以外のバージョンアップ内容

(1) ユーザー固有の設定を可能とする

　利用目的により最適な設定が異なる点については、固

有の設定が行えるようにします。現在仕様に含めている

項目は下記の５点です。

　

・リンク先アイコンの表示／非表示 (「医中誌 WebDDS」

へのリンクも )

・OPAC リンク先、及び OPAC アイコンの URL

・ログアウト先の URL( 図書館のホームページに戻すな

ど )

・タイムアウト時間の設定

・「会議録除く」のチェックをデフォルトに設定

　上記については当面は「機関単位」での設定が可能と

しますが、「個人単位」での設定が妥当な内容は多くあ

ります。特に「医中誌パーソナル Web」利用者には必

要なので、段階を踏んで対応したいと考えています。

リンクリゾルバ OPAC

オンライン 
ジャーナル 

医中誌Web

（蔵書検索システム） 

国内医学文献全文PDF

目録・所蔵情報 

論文検索 

論文本文PDF

（S･F･Xなど） 

医中誌 Web と他サービスとのリンクイメージ
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(2) 使い勝手の改善

　下記に挙げた各点については、特に多くの方から指摘

を受けました。

・検索結果 ( タイトル表示及び詳細表示 ) の各文献への

チェックが、ページが変わると無効となってしまうのを

修正してほしい。

・「Advanced Mode」の検索履歴の編集を可能とし、不要

な履歴を削除出来るようにしてほしい。

・ダウンロードデータへの検索式の出力については、最

後の履歴だけでなく、検索履歴全てを出すようにしてほ

しい。( 最後の履歴だけだと、「#1 and #2」などとなる場

合があり、それでは出力しても意味が無い。)

・「印刷用表示」はあるが分かり難いのであまり利用さ

れず、結局紙が無駄になることが多い。もっと分かり易

いナビゲーションに改善してほしい。

・ダウンロードデータに含まれているタブが邪魔である。

・前の検索履歴の呼び出しが分かり難い。履歴自体をク

リックすれば良い、など、改善してほしい。

・もっと「ADVANCED MODE」に入りやすいような工

夫が必要では。いったん慣れると、「BASIC MODE」よ

り使いやすいのに、今のナビゲーションでは初めて利

用する人は自然に「BASIC MODE」に行ってしまう。

( 実際の検索ログの集計によると「BASIC MODE」と

「ADVANCED MODE」の利用割合は、６：４)

・ガイダンス機能の改善。HELP へのリンクをより分か

り易くするなど。

・シソーラス閲覧が出来るのは良いが、略語 ( アルファ

ベット 3 文字など ) を入力すると、リストアップする同

義語が多すぎて見づらい。

(3) 新規機能

　ご要望が高い下記の各点については、優先的に備える

予定です。

・PubMed の「Citation Matcher」のような、書誌確認用

の画面を用意する ( 書誌確認に医中誌 Web を利用する

ことは非常に頻繁に行われているので、是非必要との声

が多かった )。

・検索式の登録を可能とする。更に、データ更新時に

E-mail で登録した検索式の結果が自動配信されるように

する。

・PubMed のように、Clipboard にデータを貯めて、後で

いっぺんにダウンロード等が行えるように。

・筆頭著者名のみを対象とする検索を可能とする。

(4)「エンドユーザーサーチ」へのより抜本的な対応

　昨年の調査の中で、司書による代行検索は、病院では

まだある程度実施されているものの、大学ではあまり行

われていないことが分かり、今や医中誌の利用の主たる

層はいわゆる「エンドユーザー」に完全に移行している

ことを再認識しました。更に、昨年は数件ではあります

が公共図書館にご契約頂くなど、「検索のプロではない」

のみならず、「医学のプロでもない」方々による利用の

増加も予想されます。この方々に「医中誌 Web」を有

効に利用していただくための工夫が今後の大きな課題で

す。

4．おわりに

　上記の各点のリリースは、本年９月から順次行い、2005

年度末までにほぼすべてを実現する予定です。日程、及

びバージョンアップ内容の詳細は、追ってホームページ

などでご案内申し上げます。

　また、近々に「医中誌 Web」契約機関の担当者様に、

上記内容に関するアンケートをお送りする予定です。お

忙しい中恐縮ですが、ご回答のほどお願い申し上げます。

　最後になりましたが、昨年のヒアリング・アンケート

にご協力いただいた皆様に、この場を借りてあらためて

御礼申し上げます。

（電子出版課　松田真美）



9

データベースサービス

★ 医中誌Web の検索ガイド（マニュアル）はあり
ますか？

A. 医学中央雑誌刊行会のWebサイトから PDFファイルで医
中誌Webの検索ガイドをダウンロードすることができます（冊
子体の検索ガイドは有料で販売しております。1冊 105円（税
込））。また、医中誌Web検索画面上部からHELPサイトへリ
ンクがあり、データ更新の情報等が随時アップされております
ので、こちらもご利用ください。
○医学中央雑誌刊行会Webサイト
URL:http://www.jamas.or.jp/

★ ログアウトせずに検索画面を閉じてしまいました！

A. ログアウトせずに検索画面を閉じると、10分間はログイン
した状態が続き、1アクセスを占有します。10分経過すると自
動的にタイムアウトしますが、検索が終了したら、必ず検索画
面の「終了」ボタンをクリックしてログアウトの操作をしてく
ださい。なお、次期バージョンでは、ご契約機関ごとに、タイ
ムアウト時間を設定出来るようにする予定です。

★ 検索しようとすると「認証エラー」となり、「終了」
ボタンをクリックしてログアウトしようとすると、「ロ
グアウト不要、ログインしていません」と表示されま
すが？

A. お使いのブラウザの設定が、「Cookieを受け入れる」になっ
ているかご確認ください。医中誌Webでは、Cookieを使っ
てサーバー間で認証情報の確認をするので、　Cookieを受け入
れない（オフの）設定になっていると、認証ができず検索する
こともできません。ブラウザによっては、セキュリティレベル
を上げたときに自動的に Cookieがオフになってしまう場合が
ありますのでご注意ください。

★ パーソナルWeb で検索した文献のフルテキスト
（全文）は手に入りますか？

A. はい、もちろんご入手いただけます。医中誌パーソナル
Web DDSでは、医中誌Webの検索結果（「2004091790」の
ような 10桁の文献番号 )を使ってインターネットから簡単にお
申し込みいただけます。ご利用料金は文献や発送方法（FAXも
しくは郵送 )により異なりますので、詳細は下記URLをご参照
ください。なお、お支払い方法はパーソナルWebと同じクレ
ジットカード決済なので、新たなユーザー登録等の手間もあり
ません。
○医中誌パーソナルWebDDS
URL：https://personalorder.jamas.or.jp/top.html

著者の讃岐美智義先生は、麻酔科の専門医として臨床・研究・教育に携わる傍ら、長年にわたり、EndNote の利用による文献整理
法など、実践的なパソコンやインターネット活用法の啓蒙・普及に取り組んでこられました。
その集大成ともいうべき「研究者のための文献管理 PC ソリューション～ PubMed/ 医中誌検索から論文執筆まで～」が上梓されます。 
発刊にあたり著者のコメントをいただきました。

Part 1　文献検索の基礎
1 章　PubMed インターネット文献検索
2 章　医学中央雑誌 Web 検索
3 章　Google 検索

Part 2　文献管理ソフトウェア
4 章　EndNote
5 章　GetARef
6 章　RT2

　本書は２つの目的を持っています。一つは、文献検索から論文執筆に至る過程において使用する様々な PC 活用のソリュー

ション（解決策）を紹介すること。もう一つは、無駄に何度も同じ文献検索を行なうのではなく、いろいろな場面（研究を

始める、研究中、学会発表前、論文作成時など）で、時間をかけずに文献を活用するために、自分の収集した論文をきちん

と PC で管理する方法を紹介することです。PC 活用のコツと文献管理を理解し、頭の中も整理することができれば、文献

検索から論文執筆に至る時間を無駄にすることなく、本当の意味で内容の充実に専念できます。

　文献検索や文献整理が苦になって学会発表や論文作成時に文献の孫引きでごまかしている事例を目の当たりにしてきまし

た。また、ちょっとしたことで PC 操作につまづき、時間を無駄にしている場面も何度も目撃しました。本書によりそれら

の障害を少しでも取り除くことができれば望外の喜びです。これまでに、文献検索から論文執筆までの PC ソリューション

を解説した書籍はなく、私としても初めての試みで読者の皆さんの評価が楽しみです。

本書の紹介とサポートを兼ねたホームページも作成しましたので、下記をご覧いただければ幸いです。( 讃岐美智義）

「研究者のための文献管理 PC ソリューション～ PubMed/ 医中誌検索から論文執筆まで～」

http://msanuki.com/pubmedichu/

Part 3　文献検索・整理のステップアップに必要な PC 知識
7 章　検索ツールとしての PC 管理術
8 章　PDF ／ Word ／テキスト書類の文献管理術
9 章　文献整理のための Web ページ印刷

Part 4　論文を読み書くための道具にこだわる
10 章　辞書環境の構築
11 章　Word ／秀丸／ Jedit X の要点

目

次

○著者：讃岐美智義
○出版社：秀潤社
○ 256 頁 ( 予定 )、B5 変、オール 4 色
○予価：3,780 円 ( 税込 )
○発売予定：
　日本集中治療医学会 (2 月 24 日より ) で
　発売開始、3 月初旬より書店販売予定
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ESSAYS

知らない事を書く　          朝日生命成人病研究所　名誉所長　藤井 潤

　日本医学図書館協会の機関誌「医学図書館」の 1994 年、41 巻 3 号に、当時の開原成允会長（東大名誉

教授）が「Index Medicus に収載されている日本の医学雑誌」という調査報告を載せておられます。その

時の Index Medicus には 122 誌の日本の雑誌が採録されていました。この状況に関して協会は日本医学会

の各分科会に意見を求め、集まった意見を総合して NLM へ提出した、その詳細が報告されています。

　さて、その後 10 年を過ぎ、日本の医学雑誌の採録はどのようになっているかを調べてみました。結果

は、Index Medicus の収載雑誌リスト 2004 年版での発行国別リストの日本の項目を見ると、122 誌から 16 

誌が削除され、40 誌が新規に採録されていました。しかし、日本には分類されていないが、日本の学会

の機関誌が 11 誌もありました。さらに印刷体索引誌 Index Medicus ではなく、オンライン・データベー

日本の医学雑誌の MEDLINE への採録状況と国際化現象

　医中誌の抄録作成をはじめてさせて頂いたのは 1954 年でした。老年

病学を勉強してくるようにと東大冲中内科から浴風会病院に派遣された

時ですので、もう 50 年になります。

　当時は大学を卒業して 3 年経ったばかりの若輩でしたので、先輩の先

生から手解きを受けて抄録作成をはじめました。尼子富士郎先生が医中

誌を刊行されていることは知っていましたが、先生ご自身が新前の私が

作成した抄録を添削されているとは思いませんでした。先生は浴風会病

院医局の隣にある医長室でお仕事をされており、昼食と午後のお八つの時

間には医局に来られて私共の雑談に耳を傾けられたり、お得意の話題を披露されました。抄録作成をは

じめて間もない頃でした。私の作成した抄録の中の誤字を先生がご指摘下さったので、先生が抄録を添

削されていることを知りました。それからは、抄録を作成するときには辞書を手元に置くことにいたし

ました。

　尼子先生のご指示で抄録の中では外国人の名前や術語は片カナではなく原語で書くことになっていま

した。あるとき、尼子先生から『君の書いた抄録の中に B-toxin と書いてあるが、何のことか。』とご下

問がありました。論文の中では片カナでビー･トキシンと書いてあったので抄録作成時に B-toxin と書い

てしまいましたが、どんなトキシンか知りませんでした。『知りません。』とお答えすると『それは bee-

toxin（蜂毒）だよ』と教えてくださり、赤面の至りでした。つづいて先生から『知らないことをよく書

けるね。』とお小言を頂き、身に沁みました。その後に分かったのですが、先生はこのような問答を通

して若者を試しておられました。試すというより“からかう”という方がぴったりするかもしれません。

お小言を頂いた若者が右往左往するのを先生は楽しんでおられるご様子でした。

　手紙や論文を書くときには知らないことを書くことはありませんが、抄録作成は知らないことを書く

のが宿命のような作業です。知らないことでもペンを取って文章に仕上げると、単に眼で読んだ以上の

残像が脳に刻み込まれるのではないかと思います。断片的ではありますが抄録作成時に取得した専門外

の知識が思いがけない場面で役立ったことがありました。これからもこの余得にあずかりたいと願って

おります。
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トピックス

スである MEDLINE のみに採録されている日本の学会の機関誌が８誌も見つかりました。もっと詳しく調

査すると、より多くの日本の医学雑誌が採録されているのかもしれませんが、私の今回の調査では 165 誌

が MEDLINE に収載されていて、単純に比較すると 43 誌が当時より増えていることになります。注目す

べきは、新規に増えた雑誌のほとんどが英文雑誌であり、外国出版社によって刊行されている学会機関

誌が数多く見られたことです。たとえば Neuropathology は日本神経病理学会の機関誌ですが、Blackwell 

Publishing 社より刊行されていて、MEDLINE でのこの雑誌の発行国はオーストラリアとなってしまって

いるのです。国際化現象というのでしょうか。

　MEDLINE は、ご存知のように、米国の国立医学図書館で編集されていて、今日世界で最も多く利用さ

れている医学文献データベース（収載雑誌数　約 4,780 誌）、そのインターネット版で、無料しかも自分の

情報を登録する必要もなく毎日 24 時間利用できる PubMed はあまりにも有名です。一方、印刷体の Index 

Medicus は 2004 年末をもって 125 年の歴史を閉じています。医中誌は既に印刷体各号版を廃止し、インター

ネットを介した Web 版を主軸に据えていますから、同様な道を辿っているわけです。

　日本の学会機関誌が外国出版社から外国籍で刊行される国際化現象に加えて、複数の異なる国の類似学

会が協同して編集している医学雑誌もあり、それぞれの学会の機関誌としている例もあるのです。たとえ

ば、Digestive Surgery という日本消化器外科学会が機関誌としている雑誌は、オランダやギリシャ、ヨーロッ

パの消化器外科学会と協同して Karger 社（オランダ）から刊行されていますし、日本形成外科学会の機

関誌は Scandinavian Journal of Plastic and Reconstructive Surgery and Hand Surgery であり、スカンジナビアの

２学会と協同して Taylor & Francis 社（英国）から刊行しています。これもまた国際化現象と言うのでしょ

うか。これらの雑誌は各主題領域で一大勢力となったわけで、もちろん MEDLINE に採録されています。

　さて、日本の医学会が単独であれ、外国の類似学会との協同であれ、編集し、外国出版社から刊行され

る雑誌には、日本人学会員の論文がどの程度掲載されているかは興味がそそられる問題でありましょう。

二、三の雑誌の目次を垣間見ただけですが、単独に編集している雑誌であっても、外国からの論文が多く

なってきているように感じました。ある学会に問い合わせたところ、論文投稿は学会員である必要はなく、

定めている学会員と同じ投稿料を支払えば良いとのことでありました。

（裏田　和夫　編集アドバイザー）

 

お 知 ら せ  

●「医学中央雑誌 年間累積版 2004」発行のお知らせ 
 

2004年分作成データ320,985件が検索しやすいキーワード
順に配列されて収録。お求めやすい価格にてお届けいたします。 
 
 
●構成：各データは文献に付与された主題となるキーワード順（欧文キーワー

ドはアルファベット順、和文キーワードは50音順）に配列されています。 
 ●掲載内容：論文種類、文献番号、タイトル。筆頭著者名、原報誌名（略名）、
巻号頁、発行年月 
 ●体裁：A4判、3分冊 
 ●定価：￥105,000（税込み） 
 ●セット割引価格：￥52,500（税込み、「医中誌Web」「医中誌CD」ご利用
の場合） 
 ●発行：2005年2月末 
 ●お申込み：医学中央雑誌刊行会もしくは取扱代理店まで。 
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Information

データ更新

■ データ更新スケジュール

データ更新は原則として、毎月 1 日と 16 日に行なわれ
ます。また、検索に使用する辞書や過去のデータについ
てもメンテナンスを行い、定期的に更新しています。

■ データ件数

医中誌 Web では 1983 年から最新分まで 530 万件以上の
データを検索することができます。2004 年の 1 年間に
Web 版に収録された文献数（完成データ）は 32 万件を
超え、320,985 件となりました。最新の更新情報につい
ては、医中誌 Web HELP の下記ページでご案内してお
ります。
http://www.jamas.or.jp/web_help3/db.htm#kosin

データ 更新日 データ 更新日

1 号データ 2005/01/06 13 号データ 2005/07/01

2 号データ 2005/01/16 14 号データ 2005/07/16

3 号データ 2005/02/01 15 号データ 2005/08/01

4 号データ 2005/02/16 16 号データ 2005/08/16

5 号データ 2005/03/01 17 号データ 2005/09/01

6 号データ 2005/03/16 18 号データ 2005/09/16

7 号データ 2005/04/01 19 号データ 2005/10/01

8 号データ 2005/04/16 20 号データ 2005/10/16

9 号データ 2005/05/01 21 号データ 2005/11/01

10 号データ 2005/05/16 22 号データ 2005/11/16

11 号データ 2005/06/01 23 号データ 2005/12/01

12 号データ 2005/06/16 24 号データ 2005/12/16

サービス案内

1. 医中誌Web

「医中誌 Web」は大学・病院・企業等、法人ユーザーを

対象とするサービスです。ご利用料金は年間固定料金

で「同時アクセス数」により異なります（同時アクセス

数 1-2 で年間 262,500 円 < 税込み > より）。無料で 1 ヶ

月間、本サービスと同じ内容をお試しいただける「医中

誌 Web 無料トライアル」をご用意しております。お申

込やトライアルのお問い合わせは、取扱代理店が承りま

す。

■株式会社サンメディア
医中誌 Web 東京サポートセンター
〒 164-0012
東京都中野区本町 3-10-3 PORT91
TEL：03-5371-8541 FAX：03-5371-3750
E-mail：jamas@sunmedia.co.jp

【取扱代理店】

■株式会社紀伊國屋書店　国内電子商品部
〒 156-8691
東京都世田谷区桜丘 5-38-1
TEL：03-3439-0121 FAX：03-3439-0181
E-mail：online@kinokuniya.co.jp

■丸善株式会社　商品本部 e- プロダクツ部
〒 103-8244
東京都中央区日本橋 3-9-2　第ニ丸善ビル 2F
TEL：03-3273-1042　FAX：03-3273-1043   E-mail：mzepro@maruzen.co.jp

2. 医中誌パーソナルWeb
「医中誌パーソナル Web」は個人ユーザー向けのサービ
スで、So-net M3（ソネットエムスリー）が運営する医
療従事者向けのポータルサイト m3.com で提供されてい
る有料コンテンツです。ご利用料金は、月額 2,000 円コー
ス（月 6 時間まで）と月額 4,000 円コース（月 11 時間まで）
があり、インターネットで簡単に申し込むことができま
す。

【お申込ページ URL】
http://www.so-net.ne.jp/medipro/touroku/jamas/howto.html

3. 医中誌CD
CD-ROM 版の提供は 2006 年 3 月をもって終了すること
となりました。長年にわたりご利用いただきありがとう
ございました。つきましては、2006 年 3 月末までに「医
中誌 Web」への切り替えをお願いいたします。現在の
契約内容や、「医中誌 Web」への変更方法等につきまし
ては、取扱代理店、または当会電子出版課までお問合わ
せください。2005 年 5 月以降に CD-ROM 版の契約を更
新される場合は、契約期間が 2006 年 3 月までとなりま
すのでご注意下さい。なお、その際の料金は、月割りで
精算させて頂きます。  

4.お問い合わせ
データやサービスに関するご意見、ご質問をお寄せください。

発行人：特定非営利活動法人 医学中央雑誌刊行会 理事長 篠原恒樹
〒 168-0072 東京都杉並区高井戸東 2-5-18
Tel：03-3334-7575 Fax：03-3334-0497
mail：info@jamas.or.jp 

編 集 後 記

ようやく第 2 号をお届けすることができました。本年は、医中誌 Web の大き

なバージョンアップを予定しており、関係機関のご協力のもと、9 月スター

トに向け開発を進めております。本号では概要の紹介だけでしたが、７月発

行予定の第 3 号では詳細な内容をお伝えいたしますので、ご期待ください。

（三沢一成）

第 2 号

■ユサコ株式会社
マーケティングセンター
〒 106-0044
東京都港区東麻布 2-17-12
TEL：03-3505-3256 FAX：03-3505-6282
E-mail：marketing@usaco.co.jp

●特定非営利活動法人 医学中央雑誌刊行会

医中誌 Web 大阪サポートセンター
〒 541-0044
大阪府大阪市中央区伏見町 2-1-1
三井住友銀行高麗橋ビル
TEL:06-6223-0541 FAX:06-6223-0544
E-mail：jamas@sunmedia.co.jp

〒 168-0072 東京都杉並区高井戸東 2-5-18

TEL:03-3334-7575  FAX:03-3334-0497

E-mail：info@jamas.or.jp  

URL：http://www.jamas.or.jp/


